




〈はじめに〉 

 大阪市では,昭和 55 年 8 月より保健所における定期検診を利用し,乳児尿中 VMAマス・ス

クリー二ングを行なってきた。スポット法は VMA が(+)か(-)かの判定を肉眼により行なう

ためある程度の再検はさけられない。再検が家族に与える不安が大きいため,私達は再検率

低下に努めてきた。昭和 57年 9 月より簡易ペーパークロマトグラフ法を導入し,再検率を

著るしく低下さすことが出来たので,本法を中心にして報告する。 


